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 要  旨 
ヘリコプタは垂直離着陸、空中停止や旋回飛行等による自由度の高い飛行特性をもつため、災
害情報や報道情報の伝送、医療活動などの様々な場面で用いられている。その際、ヘリコプタが
地上の基地局と直接情報のやり取りを行うことが多く、信頼性の高い、安定した通信システムが
求められている。 
しかしながら、海上や山脈地帯など、地上局から電波の届きにくいエリア、衛星を介さなけれ
ば信頼性のある通信を確立することができない。ここで、ヘリコプタに搭載されている衛星通
信用の送受信機は、プロペラの真下に位置してしまうため、送受信機と衛星間にプロペ
ラが遮蔽物として存在してしまい、プロペラが回転することによって、ヘリコプター衛
星通信間の通信回線が周期的に遮断されてしまう。 
このようなヘリコプター衛星通信の特有の環境下で発生する情報の周期的遮断を回避するた
め、以前から様々な研究がなされている。従来方式では、時間ダイバーシチ処理と前方誤り訂正(畳
み込み符号・ビタビ復号)を利用して、低SN(Signal-to-Noise)比で瞬断が生じる条件下で、良好な
ビット誤り率(BER)特性を実現可能であることを示した。 しかし、従来方式において、前方誤り
訂正(FEC)と時間ダイバーシチの組み合わせで、低速伝送の場合のBER(Bit Error Rate)特性は優れ
るが、画像や動画像などを送るための高速伝送の場合になると，誤り訂正の効果が落ちる。 
そこで、本研究では、OFDMを用いる新たなヘリコプタ衛星通信の遮断回避システムを提案し
た。OFDMの並列伝送特性を利用するシステムにおいて、従来の単一キャリア方式で生じる完全
遮断シンボルを各サブキャリアに分解することができるため、遮断軽減の効果がある。計算機シ
ミュレーションにより、6 つの環境（伝送速度が3.6kbps、384kbpsと1.5Mbps、また周期的遮断
率が8.6% と32.1% の環境）下において、システム全体のBER特性を考察した。その結果、提案
方式によりBER特性が改善されることが明らかになった。特に、ビット誤り率 510− ～ 610− 範囲に
おいて、3.6kbpsの場合1dB、384kbpsの場合1.8dB、1.5Mbpsの場合1.8dBぐらい、SN
（Signal-to-Noise）比を改善することも確認した。 
さらに伝送速度384kbpsの時のシミュレーション結果を抽出して、OFDMのサブキャリア数が
システムのBER特性へ与える影響を検討し、遮断周期の長さに最も近いサブキャリア数のOFDM 
変調方式を用いるシステムが最も良いBER 特性を示すことを確認した。 
 
